
○
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
九
号

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
八
条
の
四
第

二
項
、
第
四
十
一
条
の
二
及
び
第
百
八
条
並
び
に
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項

及
び
第
四
項
、
第
六
十
六
条
の
八
の
四
及
び
第
六
十
六
条
の
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
労
働
基
準
法
を
実
施
す
る
た
め
、

労
働
基
準
法
施
行
規
則
及
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

労
働
基
準
法
施
行
規
則
及
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
六
条
の
二

法
第
十
八
条
第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
法

第
六
条
の
二

法
第
十
八
条
第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
法

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
、
法
第
三
十
二
条

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
、
法
第
三
十
二
条

の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
、
法
第
三
十
四
条

の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
、
法
第
三
十
四
条

第
二
項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
、
法
第

第
二
項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
、
法
第

三
十
七
条
第
三
項
、
法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
、
法
第
三
十
八
条
の
三
第

三
十
七
条
第
三
項
、
法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
、
法
第
三
十
八
条
の
三
第

一
項
、
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
一
号
（
法
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項

一
項
、
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
一
号
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第
六
項

六
項
及
び
第
九
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働

及
び
第
九
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
の

者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
過
半
数
代
表
者
」

過
半
数
を
代
表
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
過
半
数
代
表
者
」
と
い

と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
略
）

第
十
二
条

常
時
十
人
に
満
た
な
い
労
働
者
を
使
用
す
る
使
用
者
は
、
法
第
三

第
十
二
条

常
時
十
人
に
満
た
な
い
労
働
者
を
使
用
す
る
使
用
者
は
、
法
第
三

十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
よ
る
定
め
を
し
た
場
合

十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
よ
る
定
め
を
し
た
場
合

（
法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
協
定
（
法
第
三
十
八
条
の
四
第
五
項
（
法

（
法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
協
定
（
法
第
三
十
八
条
の
四
第
五
項
に
規

第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

定
す
る
同
条
第
一
項
の
委
員
会
（
以
下
「
労
使
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
決

る
法
第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
の
委
員
会
（
以
下
「
労
使
委
員
会
」
と
い
う

議
（
以
下
「
労
使
委
員
会
の
決
議
」
と
い
う
。
）
及
び
労
働
時
間
等
の
設
定

。
）
の
決
議
（
以
下
「
労
使
委
員
会
の
決
議
」
と
い
う
。
）
及
び
労
働
時
間

の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
。
以
下
「
労
働

等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
九
十
号
。
以

時
間
等
設
定
改
善
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
規
定
す
る
労
働
時
間
等
設
定

下
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
規
定
す
る
労
働
時

改
善
委
員
会
の
決
議
（
以
下
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
の
決
議
」
と

間
等
設
定
改
善
委
員
会
の
決
議
（
以
下
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
の

い
う
。
）
を
含
む
。
）
に
よ
る
定
め
を
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
こ
れ

決
議
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
に
よ
る
定
め
を
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に

を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

は
、
こ
れ
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様

（
新
設
）



式
第
十
四
号
の
二
に
よ
り
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

②

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
に
対

象
労
働
者
（
同
項
に
規
定
す
る
「
対
象
労
働
者
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
署
名
を
受
け
、
当
該
書
面
の
交
付
を
受
け
る
方
法
（
当
該
対
象
労
働
者
が

希
望
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た

電
磁
的
記
録
の
提
供
を
受
け
る
方
法
）
と
す
る
。

一

対
象
労
働
者
が
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
同
意
を
し
た
場
合
に
は

、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
四
章
で
定
め
る
労
働
時
間
、
休
憩
、
休
日

及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
旨

二

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
同
意
の
対
象
と
な
る
期
間

三

前
号
の
期
間
中
に
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額

③

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
は

、
次
に
掲
げ
る
業
務
（
当
該
業
務
に
従
事
す
る
時
間
に
関
し
使
用
者
か
ら
具

体
的
な
指
示
（
業
務
量
に
比
し
て
著
し
く
短
い
期
限
の
設
定
そ
の
他
の
実
質

的
に
当
該
業
務
に
従
事
す
る
時
間
に
関
す
る
指
示
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含

む
。
）
を
受
け
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

金
融
工
学
等
の
知
識
を
用
い
て
行
う
金
融
商
品
の
開
発
の
業
務

二

資
産
運
用
（
指
図
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務

又
は
有
価
証
券
の
売
買
そ
の
他
の
取
引
の
業
務
の
う
ち
、
投
資
判
断
に
基

づ
く
資
産
運
用
の
業
務
、
投
資
判
断
に
基
づ
く
資
産
運
用
と
し
て
行
う
有

価
証
券
の
売
買
そ
の
他
の
取
引
の
業
務
又
は
投
資
判
断
に
基
づ
き
自
己
の

計
算
に
お
い
て
行
う
有
価
証
券
の
売
買
そ
の
他
の
取
引
の
業
務

三

有
価
証
券
市
場
に
お
け
る
相
場
等
の
動
向
又
は
有
価
証
券
の
価
値
等
の

分
析
、
評
価
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
投
資
に
関
す
る
助
言
の
業
務

四

顧
客
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
又
は
分

析
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
当
該
事
項
に
関
す
る
考
案
又
は
助
言
の
業
務

五

新
た
な
技
術
、
商
品
又
は
役
務
の
研
究
開
発
の
業
務

④

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法

は
、
使
用
者
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
に
対
象
労
働
者



の
署
名
を
受
け
、
当
該
書
面
の
交
付
を
受
け
る
方
法
（
当
該
対
象
労
働
者
が

希
望
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た

電
磁
的
記
録
の
提
供
を
受
け
る
方
法
）
と
す
る
。

一

業
務
の
内
容

二

責
任
の
程
度

三

職
務
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
成
果
そ
の
他
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た

つ
て
求
め
ら
れ
る
水
準

⑤

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
の
基
準
年
間
平
均
給
与
額
は
、
厚

生
労
働
省
に
お
い
て
作
成
す
る
毎
月
勤
労
統
計
（
以
下
「
毎
月
勤
労
統
計
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
毎
月
き
ま
つ
て
支
給
す
る
給
与
の
額
の
一
月
分
か
ら

十
二
月
分
ま
で
の
各
月
分
の
合
計
額
と
す
る
。

⑥

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は

、
千
七
十
五
万
円
と
す
る
。

⑦

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
労
働
時

間
以
外
の
時
間
は
、
休
憩
時
間
そ
の
他
対
象
労
働
者
が
労
働
し
て
い
な
い
時

間
と
す
る
。

⑧

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は

、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
記
録
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
電
子
計

算
機
の
使
用
時
間
の
記
録
等
の
客
観
的
な
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
業
場

外
に
お
い
て
労
働
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き

は
、
自
己
申
告
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑨

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間

は
、
十
一
時
間
と
す
る
。

⑩

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
回
数

は
、
四
回
と
す
る
。

⑪

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間

は
、
一
週
間
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
健
康
管

理
時
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
四
十
時
間

を
超
え
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
と
す
る
。

一

一
箇
月

百
時
間



二

三
箇
月

二
百
四
十
時
間

⑫

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件

は
、
一
週
間
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
が
四
十
時
間
を
超
え
た
場
合
に
お
け

る
そ
の
超
え
た
時
間
が
一
箇
月
当
た
り
八
十
時
間
を
超
え
た
こ
と
又
は
対
象

労
働
者
か
ら
の
申
出
が
あ
つ
た
こ
と
と
す
る
。

⑬

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
項
目

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
四

十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
及
び
第
八
号
か
ら
第

十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
項
目
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
項
目
に
あ
つ
て
は

、
視
力
及
び
聴
力
の
検
査
を
除
く
。
）

二

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
十
二
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
確
認

⑭

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
は

、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

一

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ

か
の
措
置
で
あ
つ
て
、
同
項
の
決
議
及
び
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
も
の
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
者
が
講
ず
る
こ
と
と
し
た
措
置
以

外
の
も
の

二

健
康
管
理
時
間
が
一
定
時
間
を
超
え
る
対
象
労
働
者
に
対
し
、
医
師
に

よ
る
面
接
指
導
（
問
診
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、

こ
れ
に
応
じ
て
面
接
に
よ
り
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
労
働
安

全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
の
八
の
四

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面
接
指
導
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
。

三

対
象
労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健
康
状
態
に
応
じ
て
、
代
償
休
日

又
は
特
別
な
休
暇
を
付
与
す
る
こ
と
。

四

対
象
労
働
者
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設

置
す
る
こ
と
。

五

対
象
労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健
康
状
態
に
配
慮
し
、
必
要
な
場

合
に
は
適
切
な
部
署
に
配
置
転
換
を
す
る
こ
と
。

六

産
業
医
等
に
よ
る
助
言
若
し
く
は
指
導
を
受
け
、
又
は
対
象
労
働
者
に

産
業
医
等
に
よ
る
保
健
指
導
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。



⑮

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
十
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
決
議
の
有
効
期
間
の
定
め
及
び
当
該
決

議
は
再
度
同
項
の
決
議
を
し
な
い
限
り
更
新
さ
れ
な
い
旨

二

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
委
員
会
の
開
催
頻
度
及
び
開

催
時
期

三

常
時
五
十
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
で
あ
る
場
合
に
は
、

労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
医
師
を
選
任

す
る
こ
と
。

四

使
用
者
は
、
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
対
象
労
働
者
ご

と
の
記
録
及
び
リ
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
第
一
号
の
有
効
期
間

中
及
び
当
該
有
効
期
間
の
満
了
後
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

イ

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
及
び
そ
の
撤
回

ロ

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
の
合
意
に
基
づ
き
定
め
ら
れ

た
職
務
の
内
容

ハ

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
の
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ

る
賃
金
の
額

ニ

健
康
管
理
時
間
の
状
況

ホ

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
状
況

ヘ

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
状
況

ト

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
状
況

チ

法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
状
況

リ

前
号
の
規
定
に
よ
る
医
師
の
選
任

第
三
十
四
条
の
二
の
二

法
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は

（
新
設
）

、
同
条
第
一
項
の
決
議
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
以
内
ご
と
に

、
様
式
第
十
四
号
の
三
に
よ
り
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

②

法
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
健
康
管
理
時
間
の

状
況
並
び
に
同
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
措
置
、
同
項
第
五
号
に
規
定

す
る
措
置
及
び
同
項
第
六
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
行
う



も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三

第
二
十
四
条
の
二
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
一
条

（
新
設
）

の
二
第
一
項
の
委
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
四

（
略
）

第
三
十
四
条
の
二

（
略
）

第
三
十
四
条
の
二
の
五

（
略
）

第
三
十
四
条
の
二
の
二

（
略
）

第
三
十
四
条
の
四

法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
は
、
様
式
第
十
四
号

第
三
十
四
条
の
四

法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
は
、
様
式
第
十
四
号

の
四
の
職
業
訓
練
に
関
す
る
特
例
許
可
申
請
書
に
よ
り
、
当
該
事
業
場
の
所

の
二
の
職
業
訓
練
に
関
す
る
特
例
許
可
申
請
書
に
よ
り
、
当
該
事
業
場
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
か
ら
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
か
ら
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
八
条
の
七

常
時
百
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
お
け
る

第
三
十
八
条
の
七

常
時
百
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
お
け
る

休
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
各
産
業
の
毎
月
き
ま
つ

休
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
作
成
す
る
毎
月
勤
労
統
計

て
支
給
す
る
給
与
の
四
半
期
ご
と
の
平
均
給
与
額
の
そ
の
四
半
期
の
前
に
お

（
以
下
「
毎
月
勤
労
統
計
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
各
産
業
の
毎
月
き
ま
つ

け
る
四
半
期
ご
と
の
平
均
給
与
額
に
対
す
る
比
率
に
基
づ
き
、
当
該
休
業
補

て
支
給
す
る
給
与
の
四
半
期
ご
と
の
平
均
給
与
額
の
そ
の
四
半
期
の
前
に
お

償
の
額
の
算
定
に
あ
た
り
平
均
賃
金
の
百
分
の
六
十
（
当
該
事
業
場
が
当
該

け
る
四
半
期
ご
と
の
平
均
給
与
額
に
対
す
る
比
率
に
基
づ
き
、
当
該
休
業
補

休
業
補
償
に
つ
い
て
常
時
百
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
も
の
と
し
て
そ

償
の
額
の
算
定
に
あ
た
り
平
均
賃
金
の
百
分
の
六
十
（
当
該
事
業
場
が
当
該

の
額
の
改
訂
を
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
改

休
業
補
償
に
つ
い
て
常
時
百
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
も
の
と
し
て
そ

訂
に
係
る
休
業
補
償
の
額
）
に
乗
ず
べ
き
率
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

の
額
の
改
訂
を
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
改

訂
に
係
る
休
業
補
償
の
額
）
に
乗
ず
べ
き
率
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
四
条

（
略
）

第
五
十
四
条

（
略
）

②
～
④

（
略
）

②
～
④

（
略
）

⑤

法
第
四
十
一
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
労
働
者
及
び
法
第
四
十
一

⑤

法
第
四
十
一
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
第
一
項
第
五

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
さ
せ
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
第
一
項
第

号
及
び
第
六
号
は
、
こ
れ
を
記
入
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

五
号
及
び
第
六
号
は
、
こ
れ
を
記
入
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
十
七
条

使
用
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

第
五
十
七
条

使
用
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

て
は
、
遅
滞
な
く
、
第
一
号
に
つ
い
て
は
様
式
第
二
十
三
号
の
二
に
よ
り
、

遅
滞
な
く
、
第
一
号
に
つ
い
て
は
様
式
第
二
十
三
号
の
二
に
よ
り
、
第
二
号



第
二
号
に
つ
い
て
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
り
、
第
三

に
つ
い
て
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号

号
に
つ
い
て
は
同
令
様
式
第
二
十
三
号
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
を
所
轄

）
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
り
、
第
三
号
に
つ
い
て
は
同
令
様
式
第
二
十
三
号

労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

②
・
③

（
略
）

②
・
③

（
略
）



様
式
第
十
四
号
の
二
を
様
式
第
十
四
号
の
四
と
し
、
様
式
第
十
四
号
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。



様
式
第

14
号
の
２
（
第

34
条
の
２
第
１
項
関
係
）
 

 決
議
は
、
上
記
委
員
の
５
分
の
４
以
上
の
多
数
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

委
員
会
の
委
員
の
半
数
に
つ
い
て
任
期
を
定
め
て
指
名
し
た
労
働
組
合
の
名
称
又
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
の

 

委
員
会
の
委
員
の
半
数
に
つ
い
て
任
期
を
定
め
て
指
名
し
た
者
（
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
の
場
合
）
の
選
出
方
法
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使
用
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 印
 

労
働
基
準
監
督
署
長
殿
 

 

労
働
保
険
番
号
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
 

都
道
府
県
 
所
掌
    

管
轄

            
 

 基
幹
番
号

         
     

 
 枝

番
号

        被
一
括
事
業
場
番
号
 

法
人
番
号
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
 

事
業
の
種
類
 

事
業
の
名
称
 

事
業
の
所
在
地
（
電
話
番
号
）
 

常
時
使
用
す
る
労
働
者
数
 

決
議
の
有
効
期
間
 

 
 

（
〒

 
 
 
 
―
 
 
 
 
 
）
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
電
話
番
号
：
 

 
－
 
 
 
 
－
 
 
 
 
） 

 
 

再
決
議
し
な
い
限
り
更
新
さ

れ
な
い
旨
の
決
議
の
有
無
 

有
・
無
 

業
務
の
種
類
及
び
そ
の
分
類
 

労
働
者
の
範
囲
 

労
働
者
数
 
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額
 

同
意
を
得
る
方
法
 

（
 
 
 
 
 
）
 

 
 

 
 

同
意
を
得
る
に
当
た
つ
て
は
、
①
法
第
４
章

の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
旨
、
②
同
意
の
対
象

と
な
る
期
間
及
び
③
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
賃
金
の
額
を
明
示
す
る
こ
と
。
 

☐
（
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
要
チ
ェ
ッ
ク
） 

（
 
 
 
 
 
）
 

 
 

 
 

（
 
 
 
 
 
）
 

 
 

 
 

（
 
 
 
 
 
）
 

 
 

 
 

労
働
者
の
健
康
管
理
時
間

の
把
握
方
法
 

事
業
場
内
に
い
た
時
間
（
決
議
に
お
い
て
除
く
こ
と
と
し
た
労
働
時
間
以
外
の
時
間
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

事
業
場
外
に
お
い
て
労
働
し
た
時
間
（
自
己
申
告
に
よ
る
こ
と
と
し
た
場
合
の
や
む
を
得
な
い
理
由
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

１
年
間
を
通
じ

104
日
以
上
、
か
つ
、
４
週
間
を
通
じ
４
日
以
上
の
休
日
を
当
該
決
議
及
び
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
者
が
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
決
議
の
有
無
 

有
・
無
 

選
択
的
措
置
の
種
類
及
び
そ
の
具
体
的
内
容
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
の
種
類
及
び
そ
の
具
体
的
内
容
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

同
意
の
撤
回
に
関
す
る
手
続
 

 

労
働
者
か
ら
の
苦
情
の
処
理
に
つ
い
て
講
ず
る
措
置
 

 

労
働
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
及
び
同
意
を
し
な
か
つ
た
労
働
者
（
同
意
を
撤
回
し
た
労
働
者
を
含
む
。
）
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
決
議
の
有
無

 
有
・
無
 

委
員
会
の
開
催
頻
度
及
び
開
催
時
期
 

 
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
医
師
の
選
任
（
常
時

50
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
限
る
。
）
 

有
・
無
 

同
意
及
び
そ
の
撤
回
、
合
意
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
職
務
の
内
容
、
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額
、
健
康
管
理
時
間
の
状
況
、
休
日
を
確
保
す
る
措
置
の
実
施
状
況
、
選
択
的
措
置
の
実
施
状
況
、
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す

る
た
め
の
措
置
の
実
施
状
況
並
び
に
労
働
者
か
ら
の
苦
情
の
処
理
に
つ
い
て
講
ず
る
措
置
の
実
施
状
況
に
関
す
る
労
働
者
ご
と
の
記
録
並
び
に
医
師
の
選
任
（
常
時

50
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
限
る
。
）
に
関
す
る
記
録
を
決
議

の
有
効
期
間
中
及
び
当
該
有
効
期
間
の
満
了
後
３
年
間
保
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
決
議
の
有
無
 

有
・
無
 

決
議
の
成
立
年
月
日

 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
 
 
 
 
 

 委
員
会
の
委
員
数
 

運
営
規
程
 

規
程
の
有
無
 

委
員
会
の
同
意
の
有
無
 

運
営
規
程
に
含
ま
れ
て
い
る
事
項
 

 
有
・
無
 

有
・
無
 

開
催
に
関
す
る
事
項
・
議
長
の
選
出
に
関
す
る
事
項
・
決
議
の
方
法
に
関
す
る
事
項
・
定
足
数
に
関
す
る
事
項
・
委
員
会
へ
の
情
報
開
示
に
関
す
る
事
項

 

任
期
を
定
め
て
指
名
さ
れ
た
委
員
 

そ
の
他
の
委
員
 

氏
名
 

任
期
 

氏
名
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

職
名

 
 
 
 
 

 

氏
名

 

職
名
 
 
 
 
 

 

氏
名

 

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
関
す
る
決
議
届

 



様
式
第

14
号
の
２
（
第

34
条
の
２
第
１
項
関
係
）
（
裏
面
）
 

 記
載
心
得
 

１
 
「
業
務
の
種
類
及
び
そ
の
分
類
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
業
務
と
し
て
決

議
し
た
業
務
を
具
体
的
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、労

働
基
準
法
施
行
規
則
第

34
条
の
２
第
３
項
各
号
に
掲
げ
る
対
象
業
務

の
う
ち
い
ず
れ
に
該
当
す
る
も
の
か
を
以
下
の
番
号
か
ら
選
択
し
て
（

 
 
）
内
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

①
 
金
融
工
学
等
の
知
識
を
用
い
て
行
う
金
融
商
品
の
開
発
の
業
務
 

②
 
資
産
運
用
（
指
図
を
含
む
。
以
下
こ
の
②
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
又
は
有
価
証
券
の
売
買
そ
の
他
の
取
引
の
業
務

の
う
ち
、
投
資
判
断
に
基
づ
く
資
産
運
用
の
業
務
、
投
資
判
断
に
基
づ
く
資
産
運
用
と
し
て
行
う
有
価
証
券
の
売
買
そ

の
他
の
取
引
の
業
務
又
は
投
資
判
断
に
基
づ
き
自
己
の
計
算
に
お
い
て
行
う
有
価
証
券
の
売
買
そ
の
他
の
取
引
の
業
務

 

③
 
有
価
証
券
市
場
に
お
け
る
相
場
等
の
動
向
又
は
有
価
証
券
の
価
値
等
の
分
析
、
評
価
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
投
資
に
関

す
る
助
言
の
業
務
 

④
 
顧
客
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
又
は
分
析
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
当
該
事
項
に
関
す
る

考
案
又
は
助
言
の
業
務
 

⑤
 
新
た
な
技
術
、
商
品
又
は
役
務
の
研
究
開
発
の
業
務
 

２
 
「
労
働
者
の
範
囲
」
の
欄
に
は
、
当
該
事
業
場
に
お
け
る
対
象
労
働
者
の
範
囲
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、

労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
２
号
イ
及
び
ロ
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
職
位
等
に
よ
り
限
定

す
る
場
合
に
は
当
該
職
位
等
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

３
 
「
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額
」
の
欄
に
は
、
同
意
の
対
象
と
な
る
期
間
中
に
労
働
契
約
に
よ
り
、
使
用
者

か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額
を
１
年
間
当
た
り
の
賃
金
の
額
に
換
算
し
た
額
を
記
入
す
る
こ

と
。
ま
た
、
同
一
の
業
務
の
種
類
及
び
そ
の
分
類
に
お
い
て
労
働
者
が
複
数
い
る
場
合
は
、
当
該
労
働
者
の
う
ち
、
記
入

す
べ
き
額
が
最
も
低
い
者
の
額
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

４
 
「
同
意
を
得
る
方
法
」
の
欄
に
は
、
労
働
者
本
人
の
同
意
を
得
る
時
期
、
方
法
等
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第

34
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
方
法
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
 

５
 
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
は
、
同
意
を
得
る
に
当
た
つ
て
、
①
労
働
基
準
法
第
４
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
旨
、
②
同
意

の
対
象
と
な
る
期
間
及
び
③
適
用
さ
れ
る
期
間
に
お
け
る
支
払
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額
を
明
示
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

６
 
「
労
働
者
の
健
康
管
理
時
間
の
把
握
方
法
」
の
欄
の
記
入
に
当
た
つ
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。
 

(
1)「

事
業
場
内
に
い
た
時
間
」
の
欄
に
は
、
事
業
場
内
に
い
た
時
間
の
把
握
方
法
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第

34
条
の
２
第
８
項
本
文
に
規
定
す
る
方
法
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
委

員
会
に
お
い
て
事
業
場
内
に
い
た
時
間
か
ら
労
働
時
間
以
外
の
時
間
を
除
く
こ
と
を
決
議
し
た
と
き
は
、
当
該
決
議
に

お
い
て
除
く
こ
と
と
し
た
労
働
時
間
以
外
の
時
間
の
内
容
や
性
質
を
具
体
的
に
（

 
 
）
内
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、

決
議
に
お
い
て
除
く
こ
と
と
し
た
労
働
時
間
以
外
の
時
間
に
つ
い
て
、
手
待
ち
時
間
を
含
め
る
こ
と
や
一
定
時
間
数
を

一
律
に
除
く
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
 

(
2)「

事
業
場
外
に
お
い
て
労
働
し
た
時
間
」
の
欄
に
は
、
事
業
場
外
に
お
い
て
労
働
し
た
時
間
の
把
握
方
法
を
具
体
的
に

記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第

34
条
の
２
第
８
項
に
規
定
す
る
方
法
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
時
間
を
自
己
申
告
に
よ
り
把
握
す
る
場
合
に
は
、
や
む
を
得
な
い

理
由
を
具
体
的
に
（

 
 
）
内
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

７
 
「
選
択
的
措
置
の
種
類
及
び
そ
の
具
体
的
内
容
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
５
号
に
規
定
す
る

措
置
に
つ
い
て
、
以
下
の
番
号
か
ら
選
択
し
て
記
入
し
た
上
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
（
 

 
）
内
に
記
入
す
る
こ
と
。

 

①
 
労
働
者
ご
と
に
始
業
か
ら

24
時
間
を
経
過
す
る
ま
で
に

11
時
間
以
上
の
継
続
し
た
休
息
時
間
を
確
保
し
、
か
つ
、

労
働
基
準
法
第

37
条
第
４
項
に
規
定
す
る
時
刻
の
間
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
回
数
を
１
箇
月
に
つ
い
て
４
回
以
内
と
す

る
こ
と
。
 

②
 
１
週
間
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
が

40
時
間
を
超
え
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
に
つ
い
て
、
１
箇
月

1
00

時
間
又
は
３
箇
月

240
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。

 

③
 
１
年
に
１
回
以
上
の
継
続
し
た
２
週
間
（
労
働
者
が
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
１
年
に
２
回
以
上
の
継
続
し
た

１
週
間
）
に
つ
い
て
、
休
日
を
与
え
る
こ
と
。
 

④
 
１
週
間
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
が

40
時
間
を
超
え
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
が
１
箇
月
当
た
り

80
時

間
を
超
え
た
場
合
又
は
労
働
者
か
ら
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

８
 
「
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
の
種
類
及
び
そ
の
具
体
的
内
容
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
６
号
に
規
定
す
る
措
置
に
つ
い
て
、
以
下
の
番
号
か
ら
選
択
し
て
記
入
し
た
上
で
、
そ
の
具
体
的
内

容
を
（

 
 
）
内
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

①
 
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
５
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置
で
あ
つ
て
、
同
項
の
決
議
及

び
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
者
が
講
ず
る
こ
と
と
し
た
措
置
以
外
の
も
の
 

②
 
健
康
管
理
時
間
が
一
定
時
間
を
超
え
る
対
象
労
働
者
に
対
し
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
行
う
こ
と
。

 

③
 
対
象
労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健
康
状
態
に
応
じ
て
、
代
償
休
日
又
は
特
別
な
休
暇
を
付
与
す
る
こ
と
。
 

④
 
対
象
労
働
者
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
対
象
労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健
康
状
態
に
配
慮
し
、
必
要
な
場
合
に
は
適
切
な
部
署
に
配
置
転
換
を
す
る
こ

と
。
 

⑥
 
産
業
医
等
に
よ
る
助
言
若
し
く
は
指
導
を
受
け
、
又
は
対
象
労
働
者
に
産
業
医
等
に
よ
る
保
健
指
導
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
。
 

９
 
「
同
意
の
撤
回
に
関
す
る
手
続
」
の
欄
に
は
、
撤
回
の
申
出
先
と
な
る
部
署
及
び
担
当
者
、
撤
回
の
申
出
の
方
法
等
を

具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
0 

「
労
働
者
か
ら
の
苦
情
の
処
理
に
つ
い
て
講
ず
る
措
置
」
の
欄
に
は
、
苦
情
の
申
出
先
と
な
る
部
署
及
び
担
当
者
、
取

り
扱
う
苦
情
の
範
囲
、
処
理
の
手
順
、
方
法
等
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

1
1 

「
委
員
会
の
開
催
頻
度
及
び
開
催
時
期
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
委
員
会
の
開
催

頻
度
及
び
開
催
時
期
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内

容
に
関
し
委
員
会
に
お
い
て
調
査
審
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
決
議
を
見
直
す
観
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
６
箇
月
に
１
回
、

当
該
報
告
を
行
う
時
期
に
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
 

1
2 

「
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
医
師
の
選
任
」
は
、
常
時

50
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用

す
る
事
業
場
に
お
い
て
は
、
必
ず
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
 

1
3 

「
任
期
を
定
め
て
指
名
さ
れ
た
委
員
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

38

条
の
４
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
労
働

組
合
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
に
任
期
を

定
め
て
指
名
さ
れ
た
委
員
の
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
は
、
労
働
基
準
法
施
行

規
則
第
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
労
働
基
準
法
第

41
条
第
２
号
に
規
定
す
る
監
督
又
は
管
理
の
地
位
に
あ
る
者

で
な
く
、
か
つ
同
法
に
規
定
す
る
協
定
等
を
す
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
実
施
さ
れ
る
投
票
、
挙
手
等
の

方
法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
使
用
者
の
意
向
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。
こ
れ

ら
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
有
効
な
決
議
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。
 

1
4 

「
運
営
規
程
に
含
ま
れ
て
い
る
事
項
」
の
欄
は
、
該
当
す
る
事
項
を
○
で
囲
む
こ
と
。
 

 



様
式
第

14
号
の
３
（
第

34
条
の
２
の
２
第
１
項
関
係
）

 

 

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
年

 
 
月

 
 
日
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使
用
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 印
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
労
働
基
準
監
督
署
長
殿
 

  

労
働
保
険
番
号
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
 

都
道
府
県
 
所
掌

    
管
轄

            
 
 基

幹
番
号

         
     

 
 枝

番
号

        被
一
括
事
業
場
番
号
 

法
人
番
号
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
 

報
告
期
間
 

年
 
 
月
か
ら

 
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

 

事
業
の
種
類
 

事
業
の
名
称
 

事
業
の
所
在
地
（
電
話
番
号
）
 

常
時
使
用
す
る
労
働
者
数
 

（
制
度
の
適
用
労
働
者
数
）
 

 
 

（
〒
 
 
 

- 
 
 
 
 
）
 

 
 

 
 

（
電
話
番
号
：
 
   

－
 
 
 
 

  －
 
 

   
 
）
  

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

業
務
の
種
類
及
び
そ
の
分
類
 

労
働
者
の
範
囲
 

同
意
し
た
労
働
者
数
 

（
同
意
を
撤
回
し
た
労
働
者
数
）
 

労
働
者
の
健
康
管
理
時
間
の
状
況
 

（
健
康
管
理
時
間
の
把
握
方
法
）
 

労
働
者
の
休
日
の
取
得
状
況
 

選
択
的
措
置
の
実
施
状
況
 

労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
 

す
る
た
め
の
措
置
の
実
施
状
況
 

（
 

 
 
）
  

 

最
長
の
者
 

 

 

平
均
 

 

 

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
）
 （

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

決
議
し
た
時
間
を
除
い
た
場
合
☐
 

４
週
間
を
通
じ
４
日
以
上
 

の
休
日
の
確
保

 
 
 
☐
 

（
 

 
 
）
 

 

 

最
長
の
者
 

  

平
均
 

 

 

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 （

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
）
 

決
議
し
た
時
間
を
除
い
た
場
合
☐
 

４
週
間
を
通
じ
４
日
以
上
 

の
休
日
の
確
保

 
 
 
☐
 

（
 

 
 
）
 

 

 

最
長
の
者
 

 

 

平
均
 

 

 

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 （

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

 
決
議
し
た
時
間
を
除
い
た
場
合
☐
 

４
週
間
を
通
じ
４
日
以
上
 

の
休
日
の
確
保

 
 
 
☐
 

（
 

 
 
）
 

 

 

最
長
の
者
 

  

平
均
 

 

 

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 （

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
）
 

 
決
議
し
た
時
間
を
除
い
た
場
合
☐
 

４
週
間
を
通
じ
４
日
以
上
 

の
休
日
の
確
保

 
 
 
☐
 

職
名

 
 

氏
名

 
 

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
関
す
る
報
告

 



様
式
第

14
号
の
３
（
第

34
条
の
２
の
２
第
１
項
関
係
）
（
裏
面
）
 

 記
載
心
得
 

１
 
「
業
務
の
種
類
及
び
そ
の
分
類
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
業
務
と
し
て
決

議
し
た
業
務
を
具
体
的
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第

34
条
の
２
第
３
項
各
号
に
掲
げ
る
対
象
業
務

の
う
ち
い
ず
れ
に
該
当
す
る
も
の
か
を
以
下
の
番
号
か
ら
選
択
し
て
（

 
 
）
内
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

①
 
金
融
工
学
等
の
知
識
を
用
い
て
行
う
金
融
商
品
の
開
発
の
業
務
 

②
 
資
産
運
用
（
指
図
を
含
む
。
以
下
こ
の
②
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
又
は
有
価
証
券
の
売
買
そ
の
他
の
取
引
の
業
務

の
う
ち
、
投
資
判
断
に
基
づ
く
資
産
運
用
の
業
務
、
投
資
判
断
に
基
づ
く
資
産
運
用
と
し
て
行
う
有
価
証
券
の
売
買
そ
の

他
の
取
引
の
業
務
又
は
投
資
判
断
に
基
づ
き
自
己
の
計
算
に
お
い
て
行
う
有
価
証
券
の
売
買
そ
の
他
の
取
引
の
業
務

 

③
 
有
価
証
券
市
場
に
お
け
る
相
場
等
の
動
向
又
は
有
価
証
券
の
価
値
等
の
分
析
、
評
価
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
投
資
に
関

す
る
助
言
の
業
務
 

④
 
顧
客
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
又
は
分
析
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
当
該
事
項
に
関
す
る

考
案
又
は
助
言
の
業
務
 

⑤
 
新
た
な
技
術
、
商
品
又
は
役
務
の
研
究
開
発
の
業
務
 

２
 
「
労
働
者
の
範
囲
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
労
働
者
と
し
て
決
議
し
た
労

働
者
の
範
囲
を
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
、「

同
意
し
た
労
働
者
数
（
同
意
を
撤
回
し
た
労
働
者
数
）
」
の
欄
に
は
、
当
該
報
告

期
間
中
に
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
の
同
意
を
し
た
労
働
者
数
及
び
当
該
同
意
を
撤
回
し
た
労
働
者
数
を
業
務
の

種
類
ご
と
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

３
 
「
労
働
者
の
健
康
管
理
時
間
の
状
況
（
健
康
管
理
時
間
の
把
握
方
法
）
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項

第
３
号
に
規
定
す
る
健
康
管
理
時
間
と
し
て
把
握
し
た
時
間
の
う
ち
、
当
該
報
告
期
間
中
に
対
象
業
務
に
従
事
し
た
労
働

者
の
中
で
１
箇
月
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
数
が
最
長
で
あ
つ
た
者
の
当
該
１
箇
月
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
数
及
び
当

該
報
告
期
間
中
に
対
象
業
務
に
従
事
し
た
労
働
者
全
員
の
１
箇
月
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
数
の
平
均
値
を
業
務
の
種
類

ご
と
に
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
時
間
数
に
つ
い
て
は
、
小
数
点
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
て
記
入
す
る
こ
と
。
ま

た
、
健
康
管
理
時
間
を
実
際
に
把
握
し
た
方
法
を
具
体
的
に
（
 
 
）
内
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
は
、

事
業
場
内
に
い
た
時
間
か
ら
決
議
で
定
め
る
労
働
時
間
以
外
の
時
間
を
除
い
た
場
合
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
 

４
 
「
労
働
者
の
休
日
の
取
得
状
況
」
の
欄
に
は
、
対
象
労
働
者
の
休
日
の
取
得
状
況
に
つ
い
て
、
当
該
報
告
期
間
中
に
対
象

業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
最
も
長
い
者
の
当
該
従
事
し
た
期
間
及
び
休
日
の
取
得
日
数
を
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
当
該
最

も
長
い
者
が
複
数
い
る
場
合
は
そ
れ
ら
の
者
の
う
ち
休
日
の
取
得
日
数
が
最
も
少
な
い
者
の
取
得
日
数
を
記
入
す
る
こ
と
。

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
は
、
当
該
報
告
期
間
中
に
対
象
業
務
に
従
事
し
た
労
働
者
全
員
が
４
週
間
を
通
じ
４
日
以
上
の

休
日
を
取
得
し
た
場
合
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
 

５
 
「
選
択
的
措
置
の
実
施
状
況
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
５
号
に
規
定
す
る
措
置
と
し
て
講
じ

た
措
置
に
つ
い
て
、
以
下
の
番
号
か
ら
選
択
し
て
記
入
し
た
上
で
、
そ
の
実
施
状
況
を
具
体
的
に
（
 
 
）
内
に
記
入
す
る

こ
と
。
 

①
 
労
働
者
ご
と
に
始
業
か
ら

24
時
間
を
経
過
す
る
ま
で
に

11
時
間
以
上
の
継
続
し
た
休
息
時
間
を
確
保
し
、
か
つ
、

労
働
基
準
法
第

37
条
第
４
項
に
規
定
す
る
時
刻
の
間
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
回
数
を
１
箇
月
に
つ
い
て
４
回
以
内
と
す

る
こ
と
。
 

②
 
１
週
間
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
が

40
時
間
を
超
え
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
に
つ
い
て
、
１
箇
月

1
00 

時
間
又
は
３
箇
月

240
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
と
す
る
こ
と
。

 

③
 
１
年
に
１
回
以
上
の
継
続
し
た
２
週
間
（
労
働
者
が
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
１
年
に
２
回
以
上
の
継
続
し
た
１

週
間
）
に
つ
い
て
、
休
日
を
与
え
る
こ
と
。
 

④
 
１
週
間
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
が

40
時
間
を
超
え
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
が
１
箇
月
当
た
り

80
時

間
を
超
え
た
場
合
又
は
労
働
者
か
ら
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

６
 
「
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
の
実
施
状
況
」
の
欄
に
は
、
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項

第
６
号
に
規
定
す
る
措
置
と
し
て
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
、
以
下
の
番
号
か
ら
選
択
し
て
記
入
し
た
上
で
、
そ
の
実
施
状
況

を
具
体
的
に
（

 
 
）
内
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

①
 
労
働
基
準
法
第

41
条
の
２
第
１
項
第
５
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置
で
あ
つ
て
、
同
項
の
決
議
及

び
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
者
が
講
ず
る
こ
と
と
し
た
措
置
以
外
の
も
の
 

②
 
健
康
管
理
時
間
が
一
定
時
間
を
超
え
る
対
象
労
働
者
に
対
し
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
行
う
こ
と
。

 

③
 
対
象
労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健
康
状
態
に
応
じ
て
、
代
償
休
日
又
は
特
別
な
休
暇
を
付
与
す
る
こ
と
。
 

④
 
対
象
労
働
者
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
対
象
労
働
者
の
勤
務
状
況
及
び
そ
の
健
康
状
態
に
配
慮
し
、
必
要
な
場
合
に
は
適
切
な
部
署
に
配
置
転
換
を
す
る
こ

と
。
 

⑥
 
産
業
医
等
に
よ
る
助
言
若
し
く
は
指
導
を
受
け
、
又
は
対
象
労
働
者
に
産
業
医
等
に
よ
る
保
健
指
導
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
。
 

 



（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
産
業
医
及
び
産
業
歯
科
医
の
職
務
等
）

（
産
業
医
及
び
産
業
歯
科
医
の
職
務
等
）

第
十
四
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

第
十
四
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
で
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

掲
げ
る
事
項
で
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
、
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
一
項
及
び
第

二

法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
一
項
に
規

六
十
六
条
の
八
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
並
び
に
法
第
六
十
六

定
す
る
面
接
指
導
並
び
に
法
第
六
十
六
条
の
九
に
規
定
す
る
必
要
な
措
置

条
の
九
に
規
定
す
る
必
要
な
措
置
の
実
施
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ

の
実
施
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た

く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

三
～
九

（
略
）

三
～
九

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
者
は
、
産
業
医
が
法
第
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た

４

事
業
者
は
、
産
業
医
が
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た

こ
と
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
、
指
導
若
し
く
は
助
言
を
し
た
こ
と
を

こ
と
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
、
指
導
若
し
く
は
助
言
を
し
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
産
業
医
に
対
し
、
解
任
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
な
い

理
由
と
し
て
、
産
業
医
に
対
し
、
解
任
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
産
業
医
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

（
産
業
医
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

第
十
四
条
の
二

法
第
十
三
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、

第
十
四
条
の
二

法
第
十
三
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、

次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。

一

法
第
六
十
六
条
の
五
第
一
項
、
第
六
十
六
条
の
八
第
五
項
（
法
第
六
十

一

法
第
六
十
六
条
の
五
第
一
項
、
第
六
十
六
条
の
八
第
五
項
（
法
第
六
十

六
条
の
八
の
二
第
二
項
又
は
第
六
十
六
条
の
八
の
四
第
二
項
に
お
い
て
読

六
条
の
八
の
二
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
六
十
六
条
の
十
第
六
項
の

）
又
は
第
六
十
六
条
の
十
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
講
じ
た
措
置
又
は

規
定
に
よ
り
既
に
講
じ
た
措
置
又
は
講
じ
よ
う
と
す
る
措
置
の
内
容
に
関

講
じ
よ
う
と
す
る
措
置
の
内
容
に
関
す
る
情
報
（
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
じ

す
る
情
報
（
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
及

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
）

び
そ
の
理
由
）

二

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
二
条
の
七
の
二
第
一
項
又
は
第
五

二

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
五
十
二
条
の
七
の
二
第
一
項
の
超
え

十
二
条
の
七
の
四
第
一
項
の
超
え
た
時
間
が
一
月
当
た
り
八
十
時
間
を
超

た
時
間
が
一
月
当
た
り
八
十
時
間
を
超
え
た
労
働
者
の
氏
名
及
び
当
該
労



え
た
労
働
者
の
氏
名
及
び
当
該
労
働
者
に
係
る
当
該
超
え
た
時
間
に
関
す

働
者
に
係
る
当
該
超
え
た
時
間
に
関
す
る
情
報

る
情
報

三

（
略
）

三

（
略
）

２

法
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

２

法
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
情
報
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と

る
情
報
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
情
報

法
第
六
十
六
条
の
四
、
第
六
十
六
条
の

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
情
報

法
第
六
十
六
条
の
四
、
第
六
十
六
条
の

八
第
四
項
（
法
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
二
項
又
は
第
六
十
六
条
の
八
の

八
第
四
項
（
法
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
六
十
六
条
の
十

を
含
む
。
）
又
は
第
六
十
六
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
又
は
歯

第
五
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
つ
た

科
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
つ
た
後
、
遅
滞
な
く
提
供
す
る
こ
と
。

後
、
遅
滞
な
く
提
供
す
る
こ
と
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第
五
十
二

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第
五
十
二

条
の
七
の
二
第
二
項
又
は
第
五
十
二
条
の
七
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用

条
の
七
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
号
の
超
え
た
時
間
の
算
定
を
行

り
同
号
の
超
え
た
時
間
の
算
定
を
行
つ
た
後
、
速
や
か
に
提
供
す
る
こ
と

つ
た
後
、
速
や
か
に
提
供
す
る
こ
と
。

。

三

（
略
）

三

（
略
）

（
法
第
六
十
六
条
の
八
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
等
）

第
五
十
二
条
の
七
の
四

法
第
六
十
六
条
の
八
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令

（
新
設
）

で
定
め
る
時
間
は
、
一
週
間
当
た
り
の
健
康
管
理
時
間
（
労
働
基
準
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定

す
る
健
康
管
理
時
間
を
い
う
。
）
が
四
十
時
間
を
超
え
た
場
合
に
お
け
る
そ

の
超
え
た
時
間
に
つ
い
て
、
一
月
当
た
り
百
時
間
と
す
る
。

２

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条

の
四
か
ら
第
五
十
二
条
の
七
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
六
十
六
条
の
八
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
の
七
の

四
第
一
項
」
と
、
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
要
件
に
該

当
す
る
労
働
者
の
申
出
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
二
項
の
期
日
後
、

遅
滞
な
く
、
」
と
、
第
五
十
二
条
の
四
中
「
前
条
第
一
項
の
申
出
を
行
つ
た

労
働
者
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



（
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
の
実
施
）

（
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
の
実
施
）

第
五
十
二
条
の
八

法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
法
第
六
十
六
条

第
五
十
二
条
の
八

法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
法
第
六
十
六
条

の
八
の
面
接
指
導
の
実
施
又
は
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
に
準
ず
る

の
八
の
面
接
指
導
の
実
施
又
は
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
に
準
ず
る

措
置
（
第
三
項
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
法
第
六
十
六
条
の
八
の
四
第

措
置
と
す
る
。

一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
の
実
施
）
と
す
る
。

２

労
働
基
準
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
す
る
労
働
者

２

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第

以
外
の
労
働
者
に
対
し
て
行
う
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
事

一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
す
る
労
働
者
以
外
の
労
働
者
に
対
し
て
行
う
法

業
場
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
当
該
必
要
な
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基
準
に
該

第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
事
業
場
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
当

当
す
る
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

該
必
要
な
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基
準
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。

３

労
働
基
準
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
す
る
労
働
者

（
新
設
）

に
対
し
て
行
う
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
当
該
労
働
者
の
申

出
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

２

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
三
条
及
び
第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
及
び
第
四
条
関
係
）

表
一

表
一

（
略
）

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
規
則

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
規
則

（
略
）

（
昭
和
四
十
七
年
労

第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
（
第
五
十
二
条
の
七
の

（
昭
和
四
十
七
年
労

第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面
接
指

働
省
令
第
三
十
二
号

二
第
二
項
及
び
第
五
十
二
条
の
七
の
四
第
二
項
に

働
省
令
第
三
十
二
号

導
の
結
果
の
記
録
の
保
存

）

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

）

る
面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
の
保
存

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

表
二
～
表
四

（
略
）

表
二
～
表
四

（
略
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
規
則

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
規
則

（
略
）

第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
（
第
五
十
二
条
の
七
の

第
五
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
面
接
指

二
第
二
項
及
び
第
五
十
二
条
の
七
の
四
第
二
項
に

導
の
結
果
の
記
録
の
作
成

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
の
作
成

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）


